
議第４号議案  

 

   安全保障関連法案の審議に当たり慎重な取り扱いを求める意見書の     

提出  

 

 安全保障関連法案の審議に当たり慎重な取り扱いを求め、関係行政機関等へ意

見書を提出したいので、次のとおり提出する。  

  

   平成２７年６月３０日提出  

  

    横浜市会議員  

      伊  藤  純  一     石  渡  由紀夫     大  山  しょうじ 

      川  口  たまえ     木  原  幹  雄     小  粥  康  弘  

      今  野  典  人     坂  本  勝  司     中  山  大  輔  

      花  上  喜代志     麓    理  恵     森    敏  明  

      谷田部  孝  一  

 



安 全 保 障 関 連 法 案 の 審 議 に 当 た り 慎 重 な 取 り 扱 い を 求 め る 意 見 書  

  

本 年 ５ 月 １ ５ 日 、 政 府 は 、 集 団 的 自 衛 権 の 行 使 を 容 認 す る 憲 法 解 釈 を 前 提 と し

て 、 平 和 安 全 法 制 整 備 法 案 を 、 ま た 、 他 国 の 軍 隊 等 に 対 す る 協 力 支 援 活 動 等 に 関

す る 新 法 で あ る 国 際 平 和 支 援 法 案 を 国 会 に 提 出 し た 。  

こ れ ら の 法 案 は 、 複 雑 で 変 容 し つ つ あ る 国 家 安 全 保 障 上 の 課 題 に 対 処 し 、 我 が

国 の 平 和 と 安 全 を 維 持 し 、 そ の 存 立 を 全 う す る と と も に 、 国 民 の 生 命 と 財 産 を 守

る と い っ た 国 家 と し て の 責 務 を 果 た す た め に 、 政 府 内 で 検 討 が な さ れ て き た も の

と さ れ て い る 。  

現 在 、 そ の 法 案 を 審 議 す る 国 会 の み な ら ず 、 安 全 保 障 問 題 に つ い て 多 く の 議 論

と 意 見 の 交 換 が な さ れ て い る が 、 世 論 調 査 に お い て は 国 民 の 多 く が 政 府 の 説 明 が

不 十 分 で あ る と し て お り 、 ま た 、 去 る ６ 月 ４ 日 に 開 催 さ れ た 衆 議 院 憲 法 審 査 会 で

は 参 考 人 の 憲 法 学 者 全 員 か ら 集 団 的 自 衛 権 の 行 使 を 容 認 す る 解 釈 及 び こ れ ら の 法

案 に つ い て 憲 法 違 反 と の 指 摘 が な さ れ る な ど 、 法 案 自 体 の 評 価 も さ ま ざ ま と な っ

て い る 。  

よ っ て 、 国 に お か れ て は 、 こ の 安 全 保 障 関 連 法 案 の 取 り 扱 い に 当 た り 、 国 民 一

人 一 人 に 焦 慮 と 不 安 を 抱 か せ る こ と の な い よ う 十 分 か つ 丁 寧 な 説 明 を 行 う と と も

に 、 日 本 国 民 の 将 来 に と っ て 最 善 の 選 択 が 導 か れ る よ う 、 国 会 に お い て 慎 重 か つ

十 分 な 審 議 を 尽 く す こ と を 求 め る も の で あ る 。  

こ こ に 横 浜 市 会 は 、 地 方 自 治 法 第 ９ ９ 条 の 規 定 に よ り 意 見 書 を 提 出 す る 。  

 

   平 成 ２ ７ 年 ６ 月 ３ ０ 日  



 衆 議 院 議 長   

 参 議 院 議 長  

 内 閣 総 理 大 臣   

 外 務 大 臣  

 国 土 交 通 大 臣  

 防 衛 大 臣  

 

                           横 浜 市 会 議 長     

                            佐  藤  祐  文   

宛 て  
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